
無~~設置の目的が魚類の集まる環境を人工的に造f，'( し.魚類の散逸を防いで効率的旦永続的念基盤

を確立するわけであるから設置方法が地形、家境に)1累応して異るととは申すまでも念いが、必ずしも

重積を唯一のものとは考えないが、然し本来の目的が集魚に者ちるので、このよ号念場合VL.:1;-ける設置

の方法は従来のよう ;;z1m立方のものを数多〈投入するよちは、大きをケーソンを数箇作成して投入

する方が遥かに確実旦効果的であると考える。

浅海漁場調査

(八戸市・階上村沖bよび小泊村仲底質調査)

担当者調査普及課長

技師

技鏑

実
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久
重

光

形

蕗

助

山

斉

足

I 目的
底棲魚類と底賓との聞には密接友関係があり喜子綜:0~ といわれる場所の特徴を底質の状況から把握す

るため本調査を行左う。

;;z .:1;'との調査は先に行った構造改善事業に#う事前翻おとしての浅海漁場調査が主として水深20 

m以浅の処に限られたため 20m以採に重点、を置き前調査の欠を補う意味も含め?を。

E 調査内容
1. 調査期日 昭和 41年 7月20-228C八戸市・階上村沖)

昭和 41年 8月 t0 -1 1日(小泊村沖)

八戸市・階上村沖合よび小泊村仲

長選丸5 トシ 20馬力.itf.研製パット型 5OKC魚、採装備(八戸市・階上村沖)
AM  3 - 3 9 9 7勇栄丸 2.0 7トシ i1馬力、 日本無線製JRC 1 3 0型 50 KC:玉虫
採装備(小泊村沖)

底質・水深

2. 誠蒼rx域
3. 調査船

4. ~.問責項目

E 調査方法

所定の調査E域を小型漁船fてより魚、採を使用し授がら音大定し、連続的Kiil.rJ深して梅鹿の起伏を調

べ.なもに 10;数分なきに停紛して底質を調べたの底質諒査位皇室つ確認は六分儀・三粁分度器・ 5

万分の 7地形図をもちい、水平狭角法によった。

E年賀(堆積物)は径 13 c視の鉄製漏斗型採泥若誌をもちI.n.海底を数押1--数十m引いて採取して調

べ?と。採取した堆積物は持ち湾丸なもに 50?の試料について主主態・石灰漢等の石灰質合有率を

塩酸処理fてよって求め.残った砂等ーにつhては標準:宮誌をも .SI.n.プjく洗法KZってふるって粒度分析

をお、と左った。粒度分析結果はtl.重量別の重量比・積算比・位径中央値・潟汰係数によって表示したp

au 
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E 調査結果
1. 八戸市・階上村神

八戸市合よび階上村沖の底質調査点、は第 1図のとなbであ担、各調査点の堆積物分析結果は第 1

表のとなbである。また.とれらの底質調査結果なよび魚探記録から推定される底質分布bよび等

水深はほ Y第 1 図のと jö~ .tである。まず、水深についてみると.調査区域は海底傾斜のか左 hゆる

やか授ととろで大部分が占められている。階上村仲には岩礁があるため、海底の起伏がみられるが.

魚探記録から判断してあま b激しい起伏では1i:V>O つぎに.底質Kついてみると.階上村沖に岩綜

がある外は、今回調査から除かれた共同漁業権漁場内を除き.岩院が乏し殆んどの区域が粒径中

央値が 2.5......3.0.淘汰係数が 0.2""_'0.6の極めて淘汰の良い細砂で占められているo との細砂の

良穀等合有率は 1%以下で.生物相K乏しい一面を表わしている。距岸 12Km沖の水深 80m付近

fては中砂がみられる。と』の中砂も淘汰が良し貝穀等合有率が口.1%と屈めて小さい。階上村沖

K広がる岩盤上にはととろどとろK堆積物が堆積している。堆積物はととろKより諜・粗砂・中砂

と変異が大きいがいずれも大量の貝殻破片等の含有がみられるo岩盤上で堆積物の採取できた5点

点Kついて.その堆積物の特徴を示ナとつぎのとなbである。

岩盤上の堆積物

翻 査 点 主要1i:堆積物 粒径中央信 淘汰係数 見殻等合有率

1 6 Sh・G.S 0.7 B 2.4 3 5 4.6% 

3 5 S h . C S'S 0.5 6 O. 7 5 6 5. 9 

3 9 Sh・s 1.2 2 0.4 4 88.3 

岩盤の屑辺付近の堆積物は細砂または中砂であるが.と与でも貝殻等の含有が多〈会っている。

調査点32・34 ・36・37・38についてみると』粒度組成は調査点32を除き.他はいずれ

も岩聡から遠〈離れた場所のそれとあまb変わb設いが.貝按等合有率はいずれも著し〈多<. 7 

.......23%と左っているD 調査点 32が貝殻等合有率が 62%と大きいとと、なよび.中砂が主体を

1i:しているとと左どから.他の調査点、よ bも岩盤K近い位置にあるものと患われる。また.岩盤か

らあまb離れてい1i:v>調査点5・15・31・33の貝殻等合有率が少し大き走っているととが注

目されるF また.調査点2が21 %と走っているととをどから近ぐに小さ左岩盤の存在が推定され

るo

以上.八戸市bよび階上村沖の調査範囲内の底質を概観ナると.石灰質生物遺震の分布は階上村

沖の岩盤上会よびその周辺に限られてな.t .八戸市神の共同漁業権漁場外の濁汰の良い細砂中Kは

極めて少1i:V>" 

之 小泊村沖

小泊村沖の底質競査点は第2図のとなbであ!J.各調査点の堆積物分析結果は第2表のとなbで

である。また、 ζれらの底質調筆結果なよび魚、探記録授らびに海図第 1159号から推定される底

質分布なよび等深線はほ Y第2図のとなりであるF まず、水深についてみると.竜飛埼沖bよび権

現埼沖では海岸近〈まで深<.とれら二つの埼の中間では比較的援い。竜飛埼沖では海底傾斜が比

較的急であるP 権現埼沖でも海底傾斜が比較的急であるが、水深 60......， 80mを過ぎるとゆるやか

であるe権現埼灯台から 200 60 0 0 m付近には堆がある。付近fては岩院が露出し.七つ滝の根と

呼ばれている。つぎに、底質についてみると.七つ滝の根の付近Kはいたるととろに岩礁が露出し.
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その南方.翻査点 1 1 付近K も岩院がみられる。堆の付近b よび竜飛埼寄り~らびに権現埼沖の堆

積物Kは多〈事長が含まれておi"T..また.組砂も合まれているoこれらの堆積物の粒荏中央値はー4.3
........1.6の範囲fてあって、場所による変異が大きし淘汰係数も O.5 ---2.5と場所fてよる変異が甚だ

大きい。要ナる陀.底質の変化Vていちじるしぐ富んだととろである。湾入部fては細砂のととろがあ

るo とYでは粒径中央値が 2.1 --2.4淘汰係数が 0.4........口.6とをつてがb.細砂Vて特有の淘汰の良

い均質左細粒から走っている。

また.細砂のととろでは石灰質生物遺殻の含有がいちじるし〈少左い。 ζれに反して、七つ滝の

根の付近Kは石灰質生物連設がいちじるし〈多量に堆積しているoすなわち.調査点 15・16・

2 3・2 7 ・ 28~ どでは 40--86% も含まれてなb.生物相の豊かさの一面を表わしている口

鶴なよび粗砂のととろも石灰質生物遺殻の含有が比較的多いロ

W 考察
大陸棚はかつての氷何新VL;t>ける海水準の変動にとも在って形成された侵蝕面または堆積面であb、

ふつう侵蝕面から走る大陸棚は.その底質の分布をみると、岩盤が堆積物中に露出しているととが多

し堆積物は粗粒であ 1).堆積面からをる大陸械は何口前面に大規模左扇状三角州が形成され、その

後の海水面上昇Kとも左って.沈水して大陸概を形成しているものとみられ.一般に.EF堆状の地形

の部分を除いては岩盤が露出して~し堆積物は綿粒であるo

八戸市・階上村仲なよび小泊村沖の底質調査結呆から.これらの沖の大陸織の形成機構や形成時代

を論ずるととは.もと l:1) 筆者等のよ〈するととろでは ~V>，。と L では比較的底賓館査資料の少をい

八戸市・階上村仲なよび小泊村仲の比較的弱査位置の正確念底質.左かでも堆積物の分析結果を明ら

かにし.参考fて供するtcとYめるF

筆者等の底質言語査自酌は.漁業上有益友知識を得るにある。もともと.海底は水深約 25mB深で

は漂砂の影響が殆んど乏し大地震念どにともをう地章受変宣告でも念い限b水深なよび底質の変化は殆

んど~しか~]?以前から現状が持続され.今後も長年Vてわた b 持続されるものである。しかも、水

深;t>l:び底質は漁業と密接を関連をもっている。一般に.底棲性魚類の深場は岩盤・醸質合よび粗砂

のととろに多〈形成され.細砂なよび中量生、のととろK形成されるととは少左い。表層遊泳性魚類なよ

び7]<族についてもその漁場形成は底質と無関係で1.tいととが多いや

これは表層遊泳性水族といえども深浅移動するものについては底質と密接な関連のあること.および

底質は海潮疏と密接な関連があり、しかも、漁場形成は海潮流と不可分な関係にあることなどのため

と考えられるo

八戸市・階上村沖;t>l:び小泊村沖の底賀誠査結果についてみても.岩絵辛子工びその周辺では.土佐積

物の:5灰費生物遺殻がいちじるしく多しいずれも底魚、の好漁場と左っていた。主要魚穫は陸上村沖

ではアイナメ・ソイ・ヒラメ・カレイ類であり、小泊村沖ではソイ・ウスメバル・アイナメ・イシナ

ギ・ヒラメ・ブり・スズキ等であるロとれは岩盤の察出する地域では岩盤に繁茂する海潔類が生産の

基礎と万コていること』海中の基礎生産を1.tナプランクトンを捕食ナる各種付着生物が岩盤K付着す

る左ど』餌料生物が多いためと考えられる。一方、淘汰の良い絢砂地帯では海藻;j;>'J;:びプランクトシ

捕食の付着生物の基盤zti左いためー餌料生物VL乏しし不毛の砂漠にもたとえられるものである。と

のよろ左ととろでは.河川が運搬する残濫、物.公正び、大陸棚外線の上昇読のもたらすブラシクトシ
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が生産力の主要宏基礎fてをっているものとみられる。八戸市沖の漁場をみると、水深 10 0 mQt浅

の細砂地帯fては好漁場が左〈、主要漁場は根拠地からか左 b速い大陸棚外緑に存在しているととが、

ζれらのととを裏付けている。

以上のととがらは底質なエひ'水深と漁業との関連の深さを示す-{fIJであるや

ひるかえって本県周辺の海域Kヲいてみると、底賀誠査資料は極めて少左いD 長年Vてわたり地先

vc ;):，>0て操業する漁業者についても.組〈浅いととろを除君、底'i1fを採取するをどして実際K見る

ζ とが庖めて少設い。底質はと ζろによ b、比較的近距離であってもかを b異左る場合が多レ司。し

たがって.漁業の指針とするため、できるだけきめの細かい底質調査が望まれるo ま7に大陸棚で

の増殖事業施行に際しでも.底賀誠査は重要であるわ
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八戸市・階上村沖

第 1表-1 

4. 7 

? 4 3 

1 0 4 7 
も‘立

3. 1 
1 1 3 4 

3. 1 

o 1 2. 1 守‘ ι
1 2 5 5 

O. 1 2. 2 1 1. 8 

O. 6 
1 3 

。目 6 5.2 

1. 3 5.0 
1 4 

1. 3 6. 3 

2. 1 9. 3 
1 5 

2. 1 1 1. 4 

9.9 6.3 1.0 2.8 3 O. 0 
1 6 

2 1. 5 3 1. 4 3 7.7 38.7 4 1. 5 7 1. 5 

目.3
1 7 4 2 

0.3 I 1.0 
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堆積物分析結呆

昭和 41年7月20 8""""2 2日調 査

トーー

2 1. 2 6 4.0 1 2. 8 
0.3 9 I 2.ヲD O. 3 

2 3.2 8 7.2 1 0 0.0 

1 7. 2 7 1. 1 7. 0 
2. 89 O. 3 6 O. 4 

2 1. 9 9 3.0 1 0 0.0 

1 3. 5 7 9. 5 6. 1 
2.9 4 O. 2 6 1. 2 

1 4.4 9 3.9 1 0 O. 0 

1 9. 7 6 7.9 ι2 
2目 85 O. 3 7 1. 3 

2 5. 9 9 3. 8 1 0 0.0 

3 1. 4 5 2. 8 1 2. 7 
2. 7 8 0.5 2 0.4 

3 4. 5 8 8.3 1 0 O. 0 

1 4.7 6 7.9 5. 6 
2.8 5 O. 4 0 日.1 

2 6.5 9 4. 4 1日 O.0 

1 1. 1 7 7. 5 6.2 
魚探故障2. 9 4 口一 32 O. 1 

1 6.3 9 3. 8 1 0 O. 0 

9. 4 7 8.8 5. 5 
2.9 3 O. 3 2 O. 1 " 1 5.7 9 4.5 1 0 O. 0 

2 0.4 6 0.8 7. 4 
2.8 0 0.5 2 2.6 11 

3 1. 8 9 2.6 1 0 O. 0 

1 6. 6 2.0 宇.9
0.7 8 2. 4 3 5 4.6 " 8 8. 1 9 O. 1 1 0日.0

1 0.6 8 4.3 4. 1 
2.9 5 0.29 O. 1 11 

1 1. 6 9 5.9 1 0 0.0 
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第 1表-2 八戸市・階上村沖堆積物

1 9 

2 0 

2 1 

2 2 i 2 0 

ト「
|一一一一寸一寸-十二一一日

2 3 3 7 

i 1二つ2 4 5 1 

2 5 5 8 

2 6 6 5 

2 7 7 1 

2 8 8 0 
4 7. 7 

O. 5 ! O.ι 
2 9 7 6 

]ム
3 0 7 4 

1. 9. 8 

O. 4 2. 9 9. 6 
3 1 6 9 

0.4 3.3 1 2. 9 

1 9.9 4 6. 9 
3 2 4 0 

2 1. 3 68.2 

O. 1 7.6 
3 3 3 6 

日.1 7. 7 

O. 5 7.1 
3 4 4 2 

0.5 7.6 

注上陸重量比下段積算比
ダ=匂2Y Y:粒径(伽} 粒径中央値:粒度累積曲線の 50%の
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分析結果
昭和 41年7月20日--22白調 査

仁 細 砂 沈泥

粒径中央値淘汰係数|
員殻等!

025ヘ引25I 0.12テ-0D62 0.062--- 橋 要

ド-..3 5 4 4 .....， 
合有率

~ 
1 2. G 8 3.4 3 2 o~ 2. 9 2 O. 2 9 
1 3.4 9 6.8 1 0 O. 0 

2 1守 B 7 5.8 1. 7 
2.8 5 日32 

2 2. 5 9 8. 3 1 0日日

1 5. 6 7 O. 8 1 O. 6 
2. 9 5 0.3 6 o 0 

1 8. 6 8 9. 4 1 0 O. 0 

1 5.9 7 9.4 4. 2 
2.9 2 O. 3 1 o 0 

1 6. 4 9 5.8 1 0 O. 0 

6. 5 9 1. 4 I 
2.9 6 O. 2 7 0.0 

6.7 9 8. 1 1 0 O. 0 

8.8 8 8.5 2.3 
2. 9 5 O. 2 9 。。

9. 2 9 7. 7 1 0 O. 0 

2 3.7 4. 3 
2. 8 0 0.4 8 O. 1 

2 9.3 9 5. 7 1 0日日

2 1. 5 5. 4 

1口o0 I! 
日 45 11 O. 1 

2ヲ3 9 4.5 

1 7. 0 1. 8 
O. 2 3 i O. 2 

2 2. 0 9 8. 2 1 0 O. 0 

1 8町 2 7 3 1 2.2 
2.8 5 O. 3 4 

プ十
2 4.7 9 7.8 1 0 O. 0 

1 9. 8 5日.0 2.5 
1. 6 3 O. 4 2 

6 7. 5 9 7. 5 1 0 0.0 
ト一一

2 1. 4 7 3 8 3 7 
2.8 6 O. 3 4 O. 1 

2 2.5 9 6.3 1 0 O. 0 

1 5. 0 7 1. 7 3 5 
2.8 3 O. 3 5 O. 7 

2 4.8 9 6. 5 1日 O.日
ト一一一

1 3.3 7 O. 1 3. 7 
主.85 日 39 7.9 

2 6.2 9 6.3 1 0 0.0 

2 1.日 8.8 2.0 
1. 2 1 0.6 3 6 2.2 

8 9. 2 98.0 1 0 0.0 

5 5. 3 36.0 1. 0 
2.2 6 0.5 1 4.9 

6 3.0 99日 1 0 O. 0 

4 7. 6 42.9 1. 9 
Z. 8 7 日 56 1 6.6 

5 5.2 98.1 1 0 O. 0 

と
ミ数・ 75婦のところの:1の値一z25¢のところのjの億
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第 1表-3 八戸市・階上村沖

誌31
中 疎 細 際 粒 出〉 中 砂

，、、， 8 B 綱、】 4 4 ，、“ 2 2 ，、》 1 ............ 0.5 0.5 ...... 025 

へ_-3 -3へ，-2 -2......-1 。日 ，、、J ，、・d 2 

6. 9 1 o. 4 3 O. 6 

54176281 I l 1 
3 5 45m 

6. 9 1 7. 3 4 7. 9 8 4 

O. 3 D. 3 8 

3 6 5 8 
0.3 O. 6 8. 

O. 3 1. 4 4.6 

3 7 5 8 
O. 3 1. 7 る.3

O. 1 2.2 

3 8 J 9 
O. 1 2. 3 

1 0.1 6 3.6 

ヨヲ 4 8 
1 o. ，1 

4 0 3 8 

注上段重量比下段積算比

十
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堆積物分析結果 昭和 41年 8月20日......2 2日調 査

細 砂

淘汰係数
貝殻等

日25へ且j25 0.12子、D062 0062'- 粒径中央値 摘 要
合有率

2 ，、、， 5 5 ，、》 4 4 ...... 

6. 9 7. 9 日目 4
0.5 6 ¢ 0.7 5 ， 5. ， 

9 1. 5 9 9. 4 1 0 O. 0 

1 2. 5 7 6.0 2. 7 
2. 8 7 日.3 3 2 3.1 

21.3 9 7. 3 1日O.0 

8. 2 8 2.7 2.8 
2. ?ヨ 0.3 0 1 1. 9 

1 4. 5 9 7. 2 1日日日

3 0.6 6 5目。 2. 1 
2.7 5 0.4 5 7.3 

3 2. 9 9 7. 9 100日

1 7日 7. 2 2. ~ 
1. 2 2 O. 4 4 8 8.3 

9 0.7 9 7. 9 1 [J O. 0 
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小泊村沖堆積

第 2表-1 
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物分析結果

昭和41年日月 10 日~ 1 1日 i慰 霊E

0z8346od H 1 

9 8. 7 

3 2. 5 1371 
1. 4 2 

8 4. 4 1 0 0.0 

3 6 1. 0 
-1. 6 7 

9 5. 5 9 9. 0 1 0日日

1. 4 

ヤ::!- 0.3 2 O. 6 5 
9 8. 2 
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小泊村沖堆積物分

】 i一二L-4三;:L8:;l ?。~_jーイ715471 ;;;L山 ;::i Jil J:| 
住jJii」三(l-iliL41J;l
I66-57ト-73-lマロトコマト三 日l
「三[卜 riij

砂 i五砂
~0.5 I 0.5 "-' 025 

H 
1 l 1 
-ー」一一-
010 

組

，、、，2 

2 

1 4.4 

9 2. 1 

1 4.8 

1 1. 5 

9 3. 3 

2 9.4 i 
竺土」
1 7.6 I 
5 1. 8 i 
一一四『ー一一一一ーーー+

1 7. 2 I 6 7. 7 

1 8 

9 1. 6 

2 7. 2 

1 0.7 

3 4.2 

2 4.5 

-2........-1 

ー

!
i
i

民
dnu 

zυ 

12 

;;[;21 

|組

4 I 4 

中

2 

9.0 

1 6. 2 

第 2表一

ス点i:

日
1 9 

三日

2 3 

2 8 5 1 

2 る

2 4 

2 5 

2 7 

3 8. 7 

6 1. 0 

2 2.3 

2 2.3 
5 8 2 9 

一一一L一一一一一

5日

主 ι

一一一一ーで一一一一

3 0 

3 1 
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下段積算比上役重量比注



析結果 昭和 41年 8月1[)日.....1 1日髄 査

細 砂 枕 泥
貝殻等

日25へQ.125 0:1 25心D62 OD6z-.... 粒径中央値 淘汰係数
合有率

摘 要

2 ー、J 5 5 ヘ- <1 4 ，、d

4. 0 2.9 1. 0 
1 4.1 - 0.7 2 1. 0 0 

9 6. 1 9 9.0 1 0 0.0 

3 8 3 <1 1. 2 
- 0.60 1. 3 9 

9 5. <1 9 8.8 1 0 O. 0 

2. 9 2.9 O. 9 
-1. 5 2 1. 2 8 1 9. 6 

9 6.2 9 9目 1 1 0 0.0 

4. <1 4. <1 1. 1 
-4. 2 5 2. 0 0 3 5.6 

9 4.5 9 8. 9 1 0日。日

O. 6 O. 6 0.2 
-1. 8 2 O. 5 8 <1 2. <1 

9 9.2 9 9. 8 1 0 0.0 

<1 2.5 1 O. <1 0.9 
1. 5 8 2: <1 6 9 1 

8 8.7 9 9.1 1 0 O. 0 

0.5 O. 3 0.9 
-1. 1 2 O. <1 <1 1 3 6 

9 8. 8 9 9. 1 1 0 O. 0 

9. 5 2.9 日.0
日.22 1. 1 3 86.3 

9 7. 1 1 0 0.0 1 0 0.0 

4.6 3. 8 0.9 
O. 2 0 口<16 3 9.6 

9" 5.3 9 9. 1 1 0 O. 0 

O. 3 O. 2 . O. 1 
- 2.7 8 日.8<1 2 8.2 

?宇， 7 9-9. 9 1 0口.0
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